
節
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要

旨

い

わ

ゆ

る

古

本

館

用

集

の

諸

本

に

お

い

て
、

人

名

は
一

語

か

ら

五

百

語

以

上

と

本

に

よ

っ

て

収

載

項

目

数

に

大

き

な

ば

ら

つ

き

が

み

ら

れ

る
。

節

用

集

が

編

纂

の

資

料

に

し

た

と

さ

れ

て

い

る

下

学

集

で

は

人

名

の

項

目

数

に

は

ほ

と

ん

ど

ゆ

れ

が

な

く
、

人

名

の

項

目

数

の

ゆ

れ

は

節

用

集

の

一併

設爾

と

し

て

の

性

格

に

か

か

わ

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

ら

れ

る
。

そ

こ

で

節

mm

集

諸

本

か

ら

六

本

を

選

び
、

人

名

に

つ

い

て

検

討

し

た
。

そ

の

結

果、

節

用

集

で

も

全

体

と

し

て

人

名

は

増

補

さ

れ

る

傾

向

に

あ

る

こ

と
、

そ

の

増

補

に

は

中

障

の
常一
一同

酒

家

と

日

本

人

の

姓

と

い

う

大

き

な

二

つ

の

方

向

が

あ

り
、

そ

れ

ぞ

れ

の

本

に

よ

っ

て

濃

淡

が

あ

る

こ

と

が

わ

か

っ

た
。

ま

た
、

中

国

の

詩

画

家

や

日

本

人

の

姓

を

附

録

と

し

て

も

つ

本

も

あ

り
、

節

用

集

に

お

い

て

人

名

は

本

文

と

し

て

は

必

婆

不

可

欠

の

項

目

で

は

な

い

と

い

う

見

方

も

で

き

る
。

和

歌

や

連

歌

を

中

心

と

し

た

絹/

事

に

連

な

る
一
一
白

を

も

っ

節

用

集

に

必

要

不

可

欠

で

あ

っ

た

「

名

所
L

に

比

べ

て

「

人

名
」

は

毅

事

と

直

接

か

か

わ

る

と

は

考

え

に

く

い
。

む

し

ろ

節

用

集

に

接

す

る

人

々

の

興

味

の

あ

り

方

が

そ

こ

に

は

あ

ら

わ

れ

て

い

る

と

み

る

べ

き

で

あ

ろ

う
。

節

用

集

が

も

つ

に

至

る

多

く

の

約

録

と

陪

様、

人

名

は

百

科

事

典

的

な

知

識
へ

の

欲

求

の

表

出

な

の

で

あ

る
。

は

じ

め

と
通
行
本
と
で
異
な
る
が 、
い
ま
初
刊
本
で
あ
る
教
育
大
学
本
で
示
す
な
ら
ば 、

天
地

時
館

人
倫

支
体

官
名

畜
類

財
宝

食
物

首十
木

節
用
集
鰻
頭
産
本
は
伊
勢
本
系
節
用
集
の
中
で
は
堺
本
と
並
ぶ
数
少
な
い
版

行
本
で
あ
る 。
少
な
く
と
も
三
種
類
の
版
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る 。
体

裁
は
横
本
九
八
丁
の
小
冊
で 、
極
端
に
ス
ペ
ー

ス
を
切
り
つ
め
た
た
め 、
掲
載

さ
れ
た
項
目
の
ほ
と
ん
ど
が
注
を
欠
い
て
い
る 。
門
名
は 、
い
わ
ゆ
る
初
刊
本

の
十
円
で
あ
る 。
と
こ
ろ
が 、

(
ト
ウ
ル
ノ
ヲ
ト
す)

ト
部
に
の
み
〔
人
名〕
門
が
あ
っ
て 、
っ

融
大

語
だ
け
が
収
め
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
語
は 、
通
行

中
今
野
尚
子

本
学
助
教
授

問
語
学



本
で
も
そ
の
覆
刻
で
も
同
様
に
保
存
さ
れ
て
い
る 。
つ
ま
り 、

鰻
頭
屋
本
は
人

名
を
全
体
で
た
っ
た一
一訪問
「

融
大
臣L
の
み
載
せ
る
の
で
あ
る 。
こ
の
「

融
大

臣」
は
偶
々
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
か 、
そ
れ
以
上
の
意
味
を
見
出
す
べ
き
な
の

か 。
他
の
節
用
集
諸
本
の
状
況
な
ど
も
見
比
べ
つ
つ 、
節
用
集
に
お
け
る
人
名

の
も
つ
意
味
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
と
思
う 。

節用集の人名

下
学
集
が
節
用
集
編
纂
の
資
料
で
あ
る
こ
と
は
夙
に
知
ら
れ
て
い
る 。
山
田

忠
雄
(一
九
六
八)
は
下
学
集
の
人
名
門
に
収
載
さ
れ
た
語
数
に
つ
い
て 、
最

少
四
八 、
最
多
五
八
で
あ
っ
て 、
「

諸
本
聞
の
ゆ
れ
は
き
は
め
で
す
く
な
い」
と

し
て
い
る 。
一
方
の
節
用
集
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か 。
鰻
頭
屋
本
の一
一括
は
例
外

で
あ
っ
て 、
他
の
諸
本
は
「

人
名L
を
も
っ
と
収
載
し
て
い
る 。
管
見
で
は 、

最
少
は
増
刊
下
学
集
の
二
四
語
で
あ
り 、
永
禄
二
年
本
類
の
相
国
本
(
約
四
百

語)
・

経
亮
本
(
約
四
二
O
語)
・

尭
空
本
(
五
四
O
一語)
な
ど
は
「

姓L
を
多

数
増
補
し
た
結
果 、
多
く
の
つ

人
名」
を
持
つ
に
至
っ
た 。
下
学
集
で
は
「

き

は
め
で
す
く
な」
か
っ
た
諸
本
間
の
ゆ
れ
が 、
節
用
集
で
は一
語
か
ら
五
0
0

語
以
上
と
き
わ
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る 。
い
く
つ
か
の
本
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
「

ゆ
れ」
が
見
ら
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う 。

そ
こ
で
下
学
集
人
名
門
の
語
と
節
用
集
諸
本
の
う
ち
の
六
本
を
選
び
対
照
し

た
の
が
〈
表〉
で
あ
る 。
諸
本
の
選
定
に
は
い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
考
え
ら
れ
る

が 、
「

ゆ
れ」
を
検
討
す
る
と
い
う
目
的
と 、

人
名
の
項
目
数
な
ど
を
考
慮
し
た 。

そ
の
結
果 、
伊
勢
本
略
本
か
ら
増
刊
下
学
集
と
増
刊
節
用
集、
伊
勢
本
増
補
本

か
ら
広
本 、
印
度
本
か
ら
永
謙
二
年
本
類
の
永
禄
ニ
年
本
と
尭
空
本
と
を
選
び 、

版
本
と
し
て
易
林
本
を
加
え
た 。
ま
た
下
学
集
は
元
利一一一
年
版
を
用
い
た 。

さ
て 、
下
学
集
の
人
名
と
最
も
よ
く一

致
す
る
の
は
永
禄
二
年
本
で
あ
る 。

五一
語
が一
致
し
て
い
る
が 、
一
致
し
な
い
の
は
す
べ
て
〈
表〉
で
ム
が
付
さ

れ
た
項
目 、
す
な
わ
ち
元
和一二
年
版
の
独
自
項
目
で
あ
る 。
こ
の
六
語
は
他
の

諸
本
で
も
収
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る 。
た
だ 、
褒
献
が
易
林

本
に
み
え
て
い
る
が 、
下
学
集
の
注
が
〈
褒
国
ヨ
リ
翻
玉一一
献
(
ケ
ン)
ス
/

故
ニ
褒
蝦
ト

名
ク
也〉
で
あ
り 、
易
林
本
で
は
〈
周
之
幽
王
之
后
也
/
見
燦
火

合
咲〉
と
あ
っ
て
全
く

異
な
っ
て
い
る 。
た
と
え
ば
閉
じ
ホ
部
の
布
袋
〈
弥
勃

之
/
化
身〉
や
へ
部
の一
周
鵠
〈
周
末
戦
国
/
時
之
名
盤〉
な
ど
が
下
学
集
の
注

の一
部
と
ほ
ぼ一
致
す
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば 、
易
林
本
の
褒
蝦
が
下
学
集
に
由

来
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う 。

つ
ぎ
に
節
用
集
に
お
け
る
人
名
の
所
属
を
み
る 。
伊
勢
本
略
本
系
の
諸
本
で

は
人
名
門
を
立
て
ず 、
「

人
倫」
に
収
め
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い 。
し
か
し
必

ず
し
も
そ
れ
は
統一
さ
れ
て
は
い
な
い 。
〈
表〉
の
増
刊
節
用
集
に
明
ら
か
な
よ

う
に
主
と
し
て
人
倫
門
に
人
名
を
掲
出
す
る
が 、
人
名
門
も
リ・
ワ・
マ・
ヶ・

テ・
サ・
シ・
モ
・

セ
の
九
つ
の
部
に
み
ら
れ
る 。
中
で
も
ケ
部
で
は
人
倫
門

に
つ

原
憲・
月
山・
月
議」
が
み
え
る
が 、
畜
類・
草
木
に
次
い
で
人
名
門
が

あ
り 、
「

験
者・
教
者・
原
笹山L
のコ一
語
を
載
せ
る 。
こ
の
う
ち
「

原笹山」
に
は

符
号
が
付
け
ら
れ
て
お
り 、
重
複
を一
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る 。
ま
た
シ
部
で
は

「
聖
徳
太
子L
を
人
倫
門
に
収
め
る
が 、
別
に
人
名
門
を
立
て
て
六
項
を
収
め

る 。
「

舜
翠・
日
観」
は
こ
こ
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
ほ
か
玉
虫
本・
龍
門
文
庫
本
(一
七
七)
・

岡
田
希
雄
本
に
も
っ

人
名L

門
が
み
ら
れ
る 。
岡
田
本
で
い
う
と

人
名
を
収
載
す
る
部
が
二
六
あ
る
う
ち
で

「
人
名L
門
を
立
て
る
の
は 、

2 

ハ
・

チ
・
リ・
ヲ・
ワ
・

カ・
ラ・
ク・
ヤ

ケ
・
コ
・

テ・
サ・
キ・
ユ
・

シ
・

モ
・

セ
・

ス
の一
九
部 。
イ・
ホ・
へ
・

ト・
タ・
ソ・
エ
の
七
部
は
人
名
を
人
倫
門
に
掲
出
し
て
い
る 。
ま
た 、
ク
部



2004年

で
は
人
名
門
に

一
大
師・
呉
綾・
倶
生
神・
宮
内・
内
蔵
頭・
蔵
人・
関

白」
の
七一訪問
を
掲
げ
る
が 、
後
の
四
一語
は
「

官
名」
門
に
収
め
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う 。
ク
部
に
は
官
名
門
が
な
い
の
で 、
あ
る
い
は
門
名
を
表
示
し
そ
こ
な
っ

た
も
の
か 。
ま
た 、
シ
部
で
は
「

人
名L
を
連
続
し
て
ニ
回
表
示
す
る 。
先
の

「
人
名」
門
に
は
「

普
七
賢・
商
山
四
階・
凹
睡L
が
掲
げ
ら
れ 、
後
の
人
名

門
に
は
「

聖
穂
太
子」
以
下
七
人
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。
二
つ
の
人
名
門

は
性
格 、が
異
な
る
と
い
え
ば
い
え 、
単
な
る
ミ
ス
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い 。

増
刊
下
学
集
の
キ
部
に
人
倫
門
が
重
出
す
る
の
と
ち
ょ
う
ど
逆
の
現
象
と
み
る

こ
と
も
で
き
る 。

第12 [長

伊
勢
本
増
補
本
系
の
広
本
は
〈
表〉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
人
名
で
統一

さ
れ
て
い
る 。
し
か
し 、
陪
じ
増
補
本
系
の
辞
林
枝
葉
で
は
門
名
は
「

姓
名」

円
で
あ
り 、
表
示
は
上一
字
だ
け
の
「

姓L
に
統一
さ
れ
て
い
る 。
こ
れ
も
鮪

用
集
の
人
名
増
補
の一
つ
の
方
向
を
示
し
て
は
い
る
の
で
あ
る
が 、
辞
林
枝
葉

の
「

姓L
に
は
必
ず
し
も
「

姓」
で
な
い
も
の
も
収
め
ら
れ
て
お
り 、

姓
の
な

い
「

姓」
門
は
ホ・
へ
・
ト・

チ
・
リ・
ヲ・
ワ
・

カ・
ラ・
ャ・
ケ・
ユ
-

人文・社会科学研究文化女子大学

ヒ
・

モ
・

セ
の
十
五
に
の
ぼ
る 。

印
度
本
で
は
人
名
門
を
立
て
る
こ
と
が
主
流
で
あ
る
が 、
永
謙一一
年
本
の一
層

鵠
の
よ
う
に
人
倫
に
収
め
ら
れ
る
も
の
も
少
数
で
は
あ
る
が
存
在
す
る 。
永
様

ニ
年
本
類
で
は
ほ
か
に
村
井
本・
慶
長
九
年
本
で
同
様
で
あ
り 、
弘
治
二
年
本

類
で
は
コ
部
に
人
倫
門
の
重
出
が
あ
る 。

版
本
で
あ
る
易
林
本
に
も
や
は
り
「

ゆ
れL
が
み
ら
れ
る 。
易
林
本
で
は
伊

勢
本
略
本
と
間
様
人
倫
門
を
主
と
す
る
が 、
後
半
の
キ
・

ユ
・

シ
・

ヱ
の
四
部

に
「

人
名」
門
が
立
て
ら
れ
て
い
る 。
〈
表〉
で
い
え
ば
「

聖
徳
太
子・
行
基
菩

羅・
吉
備
大
臣・
鬼
神
大
夫・
脅
婆・
日
観・
舜
盟TL
の
七
語
が
人
名
門
の
所

属
で
あ
り 、
そ
れ
以
外
の
項
目
と
の
間
で
所
属
門
に
「

ゆ
れL
が
生
じ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
「

人
名」
門
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
も 、

て
た
場
合
に
は

そ
の
立
て
方
に
つ
い
て
も
「

ゆ
れ」
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

つ
ぎ
に
〈
表〉
で
採
り
上
げ
た
い
く
つ
か
の
本
に
つ
い
て
人
名
を
検
討
し
て

み
る 。II 

増
利
下
学
集
と
増
刊
節
用
集

ま
ず
増
刊
下
学
集
で
は
つ
ぎ
の
十
四
項
が
増
補
さ
れ
て
い
る 。
そ
れ
を
挙
げ

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る 。

土
佐
正
存・
大
伴
黒
主・
項
羽・
高
祖・
元
三
大
師・
呉
績・
剤
珂・
曲一旦

千
禅
師・
役
優
婆
塞・
木
曽
義
仲・
鍾
埴
大
臣・
秦
始
皇・
晋
武
楊・
是

堂ロ
坊

内
訳
を
見
る
と
日
本
の
人
名
が
四
項 、
外
国
の
人
名
が
十
項
で
あ
る 。

つ
ぎ
に
増
刊
節
用
集
を
見
る 。
右
に
挙
げ
た
十
四
項
の
う
ち
大
伴
黒
主・
元

三
大
師・
呉
績・
役
優
婆
塞・
鍾
雄
大
臣・
是世一口
坊
の
六
項
は
増
刊
節
用
集
に

も
収
載
さ
れ
て
い
る 。

下
学
集
と一
致
す
る
項
自
はコ一
九
で
あ
る 。
こ
れ
に
は
キ
部
人
倫
門
の
「

大

夫」
を
含
む 。
こ
の
語
は
注
に
「

名
乗
行
平L
と
あ
り 、
「

鬼
神
大
夫」
で
あ
る

べ
き
こ
と
が
わ
か
る 。
ケ
部
と
シ
部
の
人
名
門
に
つ
い
て
は
先
述
し
た
と
お
り

で
あ
る 。
こ
の
ほ
か
に
テ
部
人
名
門
は
テ
部
の
最
後 、
一
言
語
門
よ
り
あ
と
に
お

か
れ
て
い
る 。
収
載
項
目
に
は
「

貞
女・
哲
仁・
敵・
徴
夫・
鉄
拐
仙
人・
定

家

家
隆・
4問中
盤」
が
あ
る 。
「

鉄
拐
仙
人」
は
〈
表〉
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う

に
下
学
集
か
ら
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
J疋
家

家
陸」
は
節
用
集
で
増
補
さ

れ
た
項
目
で
あ
る
が 、
そ
れ
以
外
の
五
項
は
「

人
名」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
考

え
に
く
い 。
ま
た 、
セ
部
で
は
人
倫
門
に

が
見
ら
れ
る
が 、
地
に



節用集の人名

人
名
門
を
立
て 、
「

禅
月
大
師・
雪
窓
和
尚・
政
黄
牛
郁
山
王・
西
施・
先
祖・

禅
舘」
を
載
せ
る 。
さ
ら
に
畜
類
門
の
あ
と
に
第
二
人
名
門
が
あ
り 、
「

禅
師・

禅
柄・
禅
客」
を
掲
げ
る 。
第一
人
名
門
の
「

先
祖・
禅
僧L
と
第
二
人
名
門

の一一一
語
と
は
こ
れ
も
「

人
名」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
考
え
に
く
い 。
む
し
ろ
人

倫
門
に
入
る
べ
き
項
目
で
あ
ろ
う 。
そ
の
う
ち
四
語
が
「

禅
()L

で
あ
ろ
う
こ

と
に
は
注
目
し
て
よ
い
か
と
思
う 。

こ
う
い
っ
た
語
を
除
く
と 、

人
名
に
あ
た
る
も
の
は
七
九
語
で
あ
る 。
こ
の

う
ち
下
学
集
に一
致
す
る
も
の
は
〈
表〉
に
よ
れ
ば一一一
九
語 、
ほ
ぽ
半
数
で
あ

る 。
残
る
四
O
語
が
増
刊
節
用
集
に
至
る
ま
で
に
増
補
さ
れ
た
項
目
と
い
う
こ

と
に
な
る 。
い
ま
そ
れ
を
注
を
手
懸
か
り
に
み
て
い
く
と 、
「

画
工・
画
師」
な

ど
と
し
た
も
の
が
多
い 。
下
学
集
で
も
画
家
は
多
く 、
「

金
問・
旧日一円
道
子・
雪山公

和
尚・
牧
渓
和
尚・
馬
遠
夏
珪・
君
津・
楊
甫
之・
日
観・
舜
血検・
張
即
之・

越
子田却L
は
踏
家
や帝一一国
家
で
あ
る 。

さ
て 、
増
刊
節
用
集
の
「

画
家・

を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
二
五
語
で

あ
る 。印

陀
羅
〈
画
工
天性一
人〉
馬
麟
〈
宋
朝
画
工〉
芳
徐
〈
画
工
也
尤
長
牛〉

直
夫
〈
画
工
也〉
陸
探
微
〈
宗
朝
商
工
也
尤
画
翠
賢
像〉
李
龍
般
公子
伯

時
也
尤
語
仏
像
山
水〉
李
安
忠
〈
宋
朝
商
工
尤
画
花
鳥
獣〉
梁
楢
〈
宋
朝

岡
工
尤
商
人
形〉
王
元
章
〈
元
朝
之
画
工
也
尤
闘
梅〉
王
立
本
〈
元
朝
画

工
尤
画
牡
丹〉
韓
幹
〈
唐
朝
画
師
尤
工
馬
形〉
顔
輝
〈一
一ん
朝
岡
工〉
高
然

暗
〈
画
師
也〉
戴
嵩
〈
清
朝
岡
工
也
尤
酉
牛〉
卒
翁
〈
爵
工
也
尤
画
布
袋〉

月
山
〈
元
朝
画
工
也
尤
長
馬
形〉
月
壷
〈
尤
岡
観
音
像〉
閥
次
平
〈
宋
朝

之
画
工
尤
好
山
水〉
玉
稿
〈
宋
朝
之
僧
也
尤
函
山
水〉
徐
照
〈
宋
朝
画
工

塩〉
所
翁
〈{木
朝
画
工
也〉
子
教
〈
闘
師
也
(
中
略)
妙
得
仏
像〉
門
無

関
〈
無
準
ノ
弟
子
也
師
牧
渓
也
法
谷
工
画〉
禅
丹
大
師
〈
僧
貫
休
也
尤
画

羅
漢〉
子
昭
〈
元
朝
之
画
工
也
尤
工
水
人
物〉

こ
の
ほ
か 、
王
維
は
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が 、
注
に
〈
字
名
ハ

唐
朝
詩
人
也
尤
詩
書〉
と
あ
る 。
李
尭
夫
に
は
注
が
な
い
が 、
例
え
ば
永
禄
二

年
本
に
「

李
嘉
夫
〈
人
形
山
水
呂
語
賓
像
寒
山
拾
得
八、
鳥
燕〉」
と
あ
り 、
画

家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る 。
そ
う
す
る
と 、
増
補
さ
れ
た
四
O
諾
の
う
ち
二
七

語
が
画
家・
書
家
で
あ
り 、
し
か
も
印
陀
羅
以
外
は
中
国
の
人
名
で
あ
る
こ
と

に
な
る 。
こ
れ
ら
の
項
自
の
基
本
的
な
訟
の
ス
タ
イ
ル
は
時
代
と
得
意
な
題
材

と
を
掲
げ
る
と
い
う
形
で
あ
る 。
そ
し
て
こ
の
中
に
は
増
刊
下
学
集
と
震
な
る

語
は
み
え
な
い 。

七
九
語
の
う
ち一一一
九
一簡
が
下
学
集
か
ら
の
項
目 、
今
挙
げ
た
ニ
七
語
が
画

家・
書
家
で
あ
っ
た 。
残
り
は
十一一一
語
で
あ
る
が 、
こ
の
う
ち
笑
舎
は
焚
噌
の

重
複
と
見
て
外
す
と 、
残
る
は
十
二
語
で
あ
る 。
そ
れ
を
左
に
挙
げ
る
が 、
一語

頭
に
交
を
付
し
た
六
諾
は
先
述
し
た
よ
う
に
増
刊
下
学
集
と一
致
す
る
も
の
で

あ
る 。

4 

女
大
伴
黒
主

食
元一一一
大
師

女
旧日一(
績

魔

女
役
優
婆
塞

家

家
隆

弓
削
法
車

交
鍾
旭
大
臣

吹田疋
害
坊

政
賛
牛
部
山、王

増
刊
下
学
集
と
増
刊
節
用
集
と
の
「

増L
を
比
較
す
る
と 、
増
刊
節
沼
集
に

お
い
て
は
明
ら
か
に
中
国
の
書
画
家
の
増
補
が
密
に
行
わ
れ
て
い
る 。

pムヲ疋

τg軍i1
 
1

 
永

様
ニ

年

本

収
載
さ
れ
て
い
る
人
名
は
約
二
二
O
で
あ
る 。
先
述
し
た
よ
う
に
下
学
集
と

の一
致
率
は
最
も
高
く 、

元
和
版
と
の
比
較
に
お
い
て
は
元
和
版
の
独
自
項
目

以
外
と
は
す
べ
て一
致
し
て
い
る 。
ま
た 、
増
刊
節
用
集
と
比
較
す
る
と
増
刊

節
用
集
に
あ
っ
て
こ
の
永
禄
二
年
本
に
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は
七
九
語
の
う



ち
「

大
伴
黒
主

る 。

-
役
優
婆
塞・

の

の
み
で
あ

第12集 2004年

単
純
に
比
較
し
て
増
刊
節
用
集
か
ら
永
禄
二
年
本

る
ま
で
に
約一
四
O

語
が
増
補
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る 。
こ
こ
で
も
や
は
り
中
障
の
書
闘

家
が
多
い 。
ま
ず
そ
れ
を
掲
げ
る 。

馬
公
顕
〈
人
形
山
水〉
馬
連
〈
山
水〉
*
芳
叔
〈
山
水
竹
屋
道
人〉
米
元

嘩
〈
画
山
水〉
米一
兄
章
〈
善
治首〉
陳
子
元
〈
船
子
園〉
張
子
恭
〈
文
殊〉

定
山
〈
山
水〉
中
和
〈
牒〉
*
仲
穆
〈
山
水
釈
迦
像〉
稿
者
〈
者
融
弟
子

牛
酪〉
*
張
芳
叔
〈
山
水
竹
屋
道
人〉
張
伯
洪
〈
観
音
人
形〉
張
忠
訓
〈
人

形
仏
像〉
竹
斎
〈
梅〉
陳
世
栄
〈
観
音
山
水
釈
迦〉
陸
青
〈
人
形
山
水〉

陸
信
忠
〈
仏
像
十
王〉
李
遵
道
〈
仙
樹
竹〉
李
迫
〈
虎〉
李
唐
〈
山
水
牛〉

李
成
〈
山
水〉
李
月
津
〈
月
湖
弟
子
仏
像
観
音〉
李
罰一
〈
仏
像〉
李
方

七
郎
〈
仏
像〉
李
尭
民
〈
小
景〉
劉
朴
〈
観
音〉
李
楊
氷
〈
尤
著
書〉
憧

怒
仲
〈
墨
跡〉
王
原
〈
誼
馬〉
主
莞
〈
宋
朝
商
工
山
水
楼
閣〉
*
王
黙
庵

〈{木
朝
人
岡
人
形
山
水〉
玉
若
水
〈
元
朝
人
画
花
鳥〉
王
陣
〈
福
禄
寿
人

形
山
水〉
高
延
嘩
〈
雪
山
図〉
衡
楊
緑
首
世
〈
羅
漢〉
銚
子
淳
〈
四
季
開

花
鳥〉
挑
彦
卿
〈
山
水
春
夏
秋
冬
四
幅〉
隈
卿
〈
楼
閣
松
水
間
水
人
形
山

水〉
用
田
〈
栗
鼠〉
誼
芝
瑞
〈
闘
梅
竹〉
簾出回一
仲
〈
石
竹
山
水〉
孫
知
軍

〈
架
員〉
孫
顕
担
〈
山
水
人
形〉
老
襟
翁
〈
鷺
鳥〉
老
融
〈
牛〉
頼
庵
〈
魚

蓮〉
雑
窓
〈
人
形
猿〉
君
蜜
仁
〈
楼
閣〉
楊
叔
雅
〈
晦〉
楊
枝
〈
掬〉
月

蓬
〈
上
下
羅
漢
観
音〉
文
容
可
〈
竹〉
普
悦
〈
仏
像〉
拐
廷
蹄
〈
山
水
花

鳥〉
紅
麗
〈
人
形〉
憧
然
〈
山
水
一向訪
問
又
小
景〉
易
元
吉
〈
鹿
猿〉
恵
山一六一向

〈
芦
一雄〉
間
立
本
〈
仏
像
山
水〉
*
越
仲
穆
〈
山
水〉
越日間
〈
花〉
越
太

年
〈
山
子〉
亜
子
〈
観
音〉
察
山
〈
画
羅
漢〉
萎
道
〈
牛〉
迦
羅
笹
森凡

鵠
仏
像
人
形
ヲ
画〉
徽
宗
〈
牒
花
鳥〉
釜
納
〈
牛
悶〉
諭
法
師
〈
甑
弥
陀〉

人文・社会科学研究文化女子大学

成
宗
道
〈
観
音〉
任
康
民
〈
山
水
人
形〉
周
丹
士
〈
観
音
人
形〉
恕
斎
〈
竹

鳥〉
壬
燦
〈
鶴〉
朱、
津
民
〈
山
水〉
子
庭
〈
古
木
高
蒲〉
思
教
〈
仏
像
文

殊〉
*
黙
庵
〈{木
人
間
観
音
山
水〉
承
訴
〈
仏
像
人
形〉
雪
閥
〈
文
殊〉

松
斎
〈
普
光
弟
子
園
晦〉

以
上
八
二
項
で
あ
り 、
一
回
O
語
の
半
数
以
上
が
中
閣
の
書
留
家
で
あ
る 。

と
こ
ろ
で
右
に
*
を
付
し
た
も
の
は
重
複
で
あ
る 。
つ
ま
り
芳
叔
と
張
芳
叔・

黙
庵
と
王
黙
庵・
仲
穆
と
越
仲
穆
と
は
同一
人
物
で
あ
る 。
同
様
の
事
実
は
増

刊
節
用
集
で
挙
げ
た
張
月
湖
(
壷)
・

鵠
直
夫・
盛
子
昭・
楊
甫
之
に
も
指
摘
で

き
る 。
ま
た 、
増
刊
節
用
集
の
注
と
比
較
す
る
と 、
時
代
に
言
及
す
る
こ
と
は

少
な
く 、

得
意
な
題
材
を
掲
げ
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い

る 。
場
合
に
よ
っ
て
は
印
度
本
の
弘
治
二
年
本
類
諸
本
が
「

用
問
栗
鼠」
と
す

る
よ
う
に 、
題
材
ま
で
が
見
出
し
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る 。

右
に
挙
げ
た
中
国
の諮問
題
家
以
外
の
項
目
は
五
二
で
あ
る
が 、
そ
れ
を
大
き

く一一一
つ
に
分
け
て
掲
げ
る 。

A

日
本
の
人
名
(
九)

伊
笑
諾

伊
笑
尊

罷
岐
院

義
経

弘
也
上
人

伝
教
大
師

明
恵
上

人

神
宮
皇
后

慶
増

B

外
障
の
人
名
(
二
二)

穆
王

詩
才
天
*
東
披

杜
子
美

十字
自

飲
光

遠
法
師

欧
陽

*
蘇
東
波

蘇
若
蘭

蘇
武

蒙
古
里
由
里

尭
舜

剤
刺

呉
子
育

呉
道一
苅

開
魔
王

巣
文

許
由

眉
間
尺

蒙
倍

西
金
居
士

C

姓
(一一一
)

般
由

服
部

土
師

香
聞

香
取

行
田

撫
養

日
下

阿
野
殿

飛
鳥
井

朝
比
奈

足
助

安
宅

城
所

木
曽

遊
佐

結
城

美
濃

部

四
主
内

諏
訪



A
は
歴
史
上
の
人
物
と
仏
教
者
で
あ
る 。
B
に
入
れ
た
詩
才
天
は一
崩
鵠
と
共

に
へ
部
の
人
倫
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る 。
次
節
で
と
り
あ
げ
る
霧
空
本
で
は
屑

鵠
は
人
名
門
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が 、
日締
才
天
は
人
倫
門
の
ま
ま
で
あ
る 。
恵

比
寿
や
閤
魔
王
な
ど
と
同
様

「
人
名L
と
は
と
ら
え
に
く
い
語
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い 。
ま
た 、
「

魔L
は
日
で
挙
げ
た
よ
う
に 、
増
刊
節
用
集
で
は
人
名
に
収

め
ら
れ
て
い
る 。
伊
京
集・
龍
門
文
庫
本
(一
七
七)
も
同
様
で
あ
る 。
し
か

し
鰻
頭
鹿
本
で
は
初
刊
本
が
人
倫
に
収
め
る
の
に
対
し 、
通
行
本
は
生
類
に
収

め
て
い
る 。
こ
れ
は
鰻
頭
鹿
本
だ
け
の
揺
れ
で
は
な
く 、

節
用
集
諸
本
に
お
い

て
人
倫
と
音
類
(
気
形)
と
に
所
属
が
揺
れ
て
い
る
語
な
の
で
あ
る 。

C
は
姓
で
あ
る 。
永
禄
ニ
年
本
で
は
右
に
掲
げ
た一
二
項
が
載
せ
ら
れ
て
い

る 。

館用集の人名

節
用
集
に
は
末
尾
に
附
録
が
あ
り 、
永
禄
二
年
本
で
は
そ
の
中
に
「

人
倫」

と
い
う
項
目
が
あ
る 。
こ
こ
に
は
「

伏
義・
神
農・
黄
帝」
な
ど一二
二
の
人
名

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。
そ
し
て
た
と
え
ば
伏
義
に
は
「

造
八
卦」
「

制
伎
楽」 、

神
農
に
は
「

造
五
穀」 、
黄
帝
に
は
「

造
衣
冠」
「

造
弓
箭L
っ

制
鞠」
と
い
う
注

が
付
さ
れ
て
お
り 、
他
も
ほ
と
ん
ど
の
注
が
よい胤
1L
「

制
fJ
と
い
う
形
で
あ

る 。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
人
名
は
「
1
を
創
始
し
た
人
物」
と
し
て
列
挙
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
り 、

他
の
附
録
と
共
に
百
科
事
典
的
な
知
識
を
提
供
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
る 。
こ
の
う
ち
の
蒼
簡
は
下
学
集
に
す
で
に
収
載
さ
れ
て
い
た

で
あ
り 、
蒙
倍
は
右
の
B
に
み
え
て
い
る 。

IV 

嘉

!J1コ
ニz

本

節
用
集
の、
姓
を
増
補
す
る
と
い
う
方
向
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
擁
し
た

と
お
り
で
あ
る
が 、
諸
本
の
中
で
最
多
の
人
名
を
収
載
す
る
尭
空
本
で
そ
の
状

況
を
み
る 。

ま
ず
ナ
部
に
つ
い
て 。
伊
勢
本
略
本
系
諸
本
で
は
ナ
部
に
人
名
を
も
つ
も
の

は
な
い 。
増
補
本
系
の
辞
林
枝
葉
が
門
名
と
し
て
「

姓
名」
を
も
つ
こ
と
に
つ

い
て
は
後
に
触
れ
る
が 、
こ
の
本
は
ナ
部
に
「

名
張・
那
古
監・
名
越・
楢
葉・

(
楢)
崎・
南
保・
長
井・
中
嶋」
の
八
語
を
収
め
る 。
広
本
は
人
名
門
に
「

那

突」
一
語
を
載
せ
る
が 、
住
に
は
〈
造
暴
始
也〉
と
あ
っ
て 、
永
禄
二
年
本
附

録
の
「

人
倫L
一一一
ニ
語
中
に
み
え
て
い
た
語
で
あ
る 。
永
被
二
年
本
の
附
録
の

「
人
倫L
は
尭
空
本
で
は
っ

唐
人
名」
と
な
っ
て
お
り一ニ
O
語
が
収
め
ら
れ
て

い
る 。
永
禄
二
年
本
よ
り
二
語
少
な
い
の
は
重
複
し
て
い
る
伏
義・
黄
帝
を一

つ
ず
つ
削
っ
た
か
ら
で
あ
る 。
印
度
本
類
で
も
多
く
の
本
は
ナ
部
に
人
名
門
を

も
た
な
い
が 、
永
禄
二
年
本
類
の
い
わ
ゆ
る
〈
乙
類〉
〈
丙
類〉
で
は
人
名
門
を

立
て
こ
O
前
後
の
見
出
し
を
有
し
て
い
る 。
尭
空
十み
か
ら
挙
げ
る
と
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る 。

6 

行
田

内
藤

長
井

長
沼

長
田

長
山

中
村

長
野

中

尾

中
林

中
井

中
山

中
襟

中
嶋

奈
良

南
条

難
波

措
葉

那
須

郡
波

放
河

長
畔

一一一ニ
諾
で
あ
る
が 、
先
の
辞
林
枝
葉
の
八
語
と
比
較
す
る
と 、
重
な
る
も
の

は
「

楢
葉・
甫
条・
長
井・
中
嶋」
の
昭
一語
し
か
な
い 。
同
じ
よ
う
に
姓
を
増

補
し
て
は
い
る
が 、
そ
の
経
路
は
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た 、
一一

一一一
語
中
第一
番
目
の
「

行
田」
は 、
永
禄
二
年
本
類
乙・
丙
類
以
外
の
印
度
本

系
諸
本
で
は
人
倫
門
に
載
せ
ら
れ
て
お
り 、
ナ
メ
タ
ま
た
は
ナ
ベ
タ
と
い
う
傍

訓
が
付
さ
れ
て
い
る 。

つ
ぎ
に
ヨ
部
を
み
る 。
伊
勢
本
略
本
系
諸
本
に
は
ヨ
部
に
人
名
を
の
せ
る
も

の
は
な
い 。
増
補
本
系
で
は
広
本
が
「

容
成
〈
造
暦
始
也〉
挑
子
摩
〈
岡
四
季

図
花
鳥
也〉
(
挑)
彦
卿
〈
山
水
四
時〉
曜
卿
〈
椿
図
松
風
間
水
山
水
人
形〉



用
田
〈
栗
鼠〉L
の
五
項
そ
載
せ
る 。
容
成
を
除
く
四
項
は
さ
き
に
掲
げ
た
永
禄

二
年
本
の
ヨ
部
と
小
異
は
あ
る
も
の
の
ほ
ぼ一
致
す
る 。
永
禄
二
年
本
で
は
こ

の
四
項
に
「

義
経」
を
加
え
た
五
項
が
ヨ
部
の
人
名
門
に
載
せ
ら
れ
て
い
た 。

さ
て 、
尭
空
本
で
は
ヨ
部
人
名
門
に
中
閣
の
書
画
家
の
名
は
ま
っ
た
く

載
せ

ら
れ
て
い
な
い 。「
寄
見

横
川

横
山

横
路

吉
野

吉
田

古
川

吉
積

佐
保」
の
九
語
で
あ
る
が 、
い
ず
れ
も
姓
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に
人
名
門
が
姓

だ
け
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
部
が
尭
空
本
で
は
ニ
・

ヌ・
ヨ
・

ッ・
ネ・

ナ・
ノ・
マ
・

ス
の
九
に
の
ぽ
る 。
全
体
と
し
て
は
人
名
茸
七
七
諾
の
う
ち
姓

が
四
九
六
語
と
な
り 、
そ
れ
以
外
は
八一
語
で
あ
る 。
こ
れ
は
H
で
取
り
上
げ

た
増
刊
節
用
集
と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
で
あ
る 。
永
禄
二
年
本
の
人
名
は
約
二一一

O
で 、
そ
の
う
ち
姓
は一
二
語
で
あ
っ
た
か
ら 、
約
二
O
O
語
が
姓
以
外
の
項

目
で
あ
っ
た 。
回
で
掲
げ
た
永
禄
二
年
本
で
の
増
補
項
目
を
莞
空
本
で
検
す
る

と 、
A・
B-
C
で
挙
げ
た
五
二
項
は
義
経・
西
金
居
士
を
除
い
て
五
O
項
が

一
致
す
る 。
と
こ
ろ
が
八
二
項
あ
っ
た
中
国
の
書
画
家
で
は
わ
ず
か
に
米
元
章

盆
墨田〉
李
楊
氷
〈
尤
著
書〉
憧
恕
仲
〈
墨
跡〉
月
蓬
〈
上
下
羅
漢
観
音〉
の

四
項
が一
致
す
る
の
み
で
あ
る 。
さ
ら
に
下
学
集・
増
刊
節
吊
集・
永
謙
二
年

本
に
は
な
く

露
空
本
に
は
あ
る
と
い
う
人
名
と
し
て
印
月
江
〈
善
書〉・
鹿
居

士・
婁
至
徳・
倉
仲
和
〈
善
世間〉
の
凹
語
が
あ
る 。
〈議
皇国〉
や
〈
墨
跡〉
と
い
っ

た
注
記
が
自
立
ち 、
少
な
い
な
が
ら
も
書
家
を
増
補
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

尭
空
本
は
古
本
笥
用
集
の
中
で
最
大
の
人
名
を
擁
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、
中

国
の
画
家
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
増
補
し
て
い
な
い
の
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
に

同
じ
永
禄
二
年
本
類
の
中
で
の
人
名
の
増
補
と
い
っ
て
も 、
永
禄
二
年
本
は
中

国
の
ゆ一一百
聞
家
に
厚
く 、

尭
空
本
は
姓

い 、
と
い
う
よ
う
に
そ
の
方
向
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る 。
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門
名
に
つ
い
て

伊
勢
本
増
補
本
の
辞
林
枝
葉
宮
城
本
で
は 、
巻
頭
に
つ
ぎ
の
よ
う
な「
網
目L

を
掲
げ
る 。

乾
坤
門

禽
獣
門

光
彩
門

衣 時
服 候
門 門

日aJ訂i

飲
食
門

数
量
門

こ
の
よ
う
に
十
六
の
門
を
も
つ
の
で
あ
る
が 、
宮
城
本
で
は
網
目
の
な
い
門

も
門
名
だ
け
は
立
て
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
る 。
た
と
え
ば
ル
部
を
み
る

と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
(
こ
こ
で
(
〕
で
括
っ
て
い
る
も
の
は
原
本

で
は
O
屈
み
で
あ
る 。
左
右
の
傍
訓
と
見
出
し
語
の
次
に
添
え
ら
れ
た
草
体
は

省
略
す
る) 。

人
倫
門

器
財
門

支
関
門

姓
名
門

草
木
門

神
祇
門

〔
留]

瑠
璃
由一周
〔
飲〕

流
布
!

罪

仏、hrlw
ヨ当
41

7 

[
時〕
〔
人]
流
入

涙
痕

瑠
璃

染
茶
〔
姓]
[
神]

1

1

リ
1
2

あ

智

正汁
器対
毅

〔
禽〕

留
連

j
向

浪

通

火

ー一
丁λJ11

 

そ
し
て
I

で
述
べ
た
と
お
り

姓
名
門
は
実
際
に
は
す
べ
て
[
姓〕
と
略
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る 。
ま
た 、
神
祇
開け
を
立
て
て
所
属
が
揺
れ
や
す
い
神
名
は

こ
こ
に
絞
め
て
い
る
(
た
だ
し
詩
才
天
は
な
い) 。

姓
名
門
に
は
合
計
三
O
O
諮
が
収
載
さ
れ
て
い
る 。
そ
れ
で
は
な
ぜ
姓
名
門

な
の
か 。
端
的
に一
言
え
ば
人
倫
門
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う 。
右
の
ル
部
で

示
し
た
と
お
り 、

本
文
で
の
門
名
は
す
べ
て一
字
目
を
O
四
み
に
し
て
あ
る 。

こ
の
た
め 、
人
倫
之

人
名
と
で
は
ど
ち
ら
も
[
人〕
と
な
っ
て
し
ま
い 、
反一
別

が
付
か
な
い
の
で
あ
る 。
し
か
し 、
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る 。

姓
名
門
に
は
先
述
の
と
お
り一一一
O
O
語
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
そ



節用集の人名

の
う
ち
二一一
ニ
語
が
姓
で
あ
る 。
尭
空
木
の
約
五
O
O
諮
に
は
速
く

及
ば
な
い

も
の
の、
姓
が
半
数
近
く
を
占
め
る 。
し
か
も 、
多
く
の
部
で 、
姓
を
先
に 、

そ
れ
以
外
を
後
に
掲
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る 。
こ
れ
は 、
姓
を
増
補

し
た
節
用
集
の
他
の
諸
本
が
姓
を
人
名
の
後
に
掲
出
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
異

な
っ
て
い
る 。
例
え
ば
イ
部
で
は
「

今
河
一
色

板
倉

坂

五
十
嵐

伊
藤
l

庭

駒

石
堂

飯
尾

犬
養

揖
斐

五
十
栖

猪
俣

井
上

入
鹿
大
垣L
と
あ
り 、
入
鹿
大
臣
が
最
後
に
置
か
れ
て
い
る 。
サ
部
で
はっ
佐
々

木

分
l

竹

斉
藤

酒
井

相
馬

雑
賀i
岸

蒼
韻」
と
な
っ
て
お
り
や

は
り

蒼
額
が
最
後
で
あ
る 。
し
か
し
続
く
キ
部
で
は
「

金
輪
聖
王

欽
明
天
王

嘗
婆

行
基
菩
薩

吉
備
大
盟

鬼
神
太
夫

幹
察

公
任

許
由

吉
良

木
曽

規
矩

私
市

吉
川

北
村

競
瀧
口

衣
摺

菊
池

喜
多
野

虚

堂L
と
な
っ
て
お
り 、

姓
が
後
に
置
か
れ
て
い
る 。
人
名
と
姓
と
が
混
在
す
る

部
が一
五
あ
る
中
で 、
一
二
は
姓
が
先
で
あ
り 、
キ
部
の
よ
う
に
諸
本
と
同
じ

く
姓
を
後
に
置
く

部
は
三
部
で
あ
る 。
こ
の
よ
う
な
改
変
は
姓
を
重
規
す
る
姿

勢
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る 。
姓
名
門
と
い
う
門
名
に
も 、
単
に
人
倫

門
と
の
区
別
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く

姓
を
人
名
の
中
心
に
し
よ
う
と
い

う
辞
林
枝
葉
の
姿
勢
を
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

一
方
で
人
名
と
姓
と
を
別
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ
る 。
永
禄
二
年

本
類
の
高
野
山
本
で
は
マ
部
に
名
字
と
い
う
門
を
立
て 、

J呉
下L
以
下一一
O
の

姓
を
収
め
て
い
る 。
管
見
で
は
こ
れ
が
伊
勢
本・
印
度
本
類
唯一
の
「

名
字L

門
の
仰山
で
あ
る
が 、
易
林
本
で
は
別
に
「

名
字L
と
い
う
門
を
立
て
る 。
先
述

の
通
り
易
林
本
で
は
後
半
の
四
部
に
人
倫
門
と
は
別
に
人
名
門
を
立
て
る
の
で

あ
る
が 、
名
字
門
は
そ
の
動
き
と
は
別
に
全
巻
に
渡
っ
て
ニ
O
の
部
で
立
て
ら

れ
て
い
る 。
た
と
え
ば
イ
部
で
は
神
祇
門
に
伊
突
諾
尊
伊
突
舟
尊
を
載
せ
る 。

次
に
名
字
門
が
あ
り 、「
今
河
一
色

披
倉

板
坂

五
十
嵐

五
十
棲

藤

伊
庭

伊
駒

飯
尾

揖
斐」
の
十一一一
語
が
収
め
ら
れ
て

い
る 。
キ
部
で
は
人
倫
門
に
続
く

人
名
門
に
「

金
輪
車
主

欽
明
天
王

脅
婆

行
基
菩
薩

吉
備
大
詰

鬼
神
太
夫」
が
あ
り 、
支
鉢
門・
気
形
門・
草
木
門・

食
服
門・
数
量
門・
神
翫
門
を
隔
て
て
名
字
門
に
「

吉
良

木
曽・
規
矩・
私

市・
競
瀧
口

吉
川

衣
摺

菊
池

喜
多
野

北
村」
が
あ
る 。
ま
た 、
ア

部・
サ
部
で
は
門
名
だ
け
で
は
な
く

見
出
し
語
ま
で
が
細
字
双
行
と
な
っ
て
い

る 。
こ
の
よ
う
に
易
林
本
で
は
名
字
を
別
に
立
て
た
結
果 、
人
倫・
人
名
(
神

一
九
語 、
名
字
に一一一一
八
語
を
現
め 、
合
計一一
五
七
語
と
な
っ

紙
も
含
め)
に

て
い
る 。

お

わ

伊

の
附
録
に
は
先
に
触
れ
た
「

唐
人
名」
に
続
い
て
「

庸
朝・
宋
朝・

元
朝」
と
い
う
項
目
が
あ
る 。
庸
朝
に
は
同一一〈
道
士
〈
観
音〉
論
法
師
〈
弥
陀〉

玉
維
〈
山
水〉
の一一一
語
が
載
せ
ら
れ 、
宋
朝
に
は
東
波
〈
竹〉
戴
嵩
〈
牛〉
を

始
め
と
す
る一一一
二
諾
が 、
元
輯
に
は
子
庭
〈
菖
蒲〉
雷
窓
〈
欝〉
を
始
め
と
す

る一一一一
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る 。
こ
れ
ら
は
語
家
で
あ
り 、
こ
こ
に
合
計
四
八

語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る 。
こ
の
中
で
は
東
波・
王
維・
米
元
章
が

本
文
の
見
出
し一訪問
と
重
複
し
て
い
る
が 、
そ
の
伯
は
本
文
に
は
項
目
と
し
て
立

て
ら
れ
て
い
な
い 。
こ
の
つ

唐
朝・
宋
朝・
元
朝」
と
い
う
附
録
は
管
見
で
は

他
の
節
用
集
諸
本
に
は
な
く

尭
空
本
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。
伊
勢
本

略
本
か
ら
の
流
れ
を
見
れ
ば 、
こ
の
附
録
の
画
人
名
は
本
文
に
立
項
さ
れ
る
の

が
本
来
の
形
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り 、
尭
空
本
は
こ
こ
に
至
る
ど
こ
か

の
段
階
で
(
腐・
宋・
元
朝
の)
麗
人
名
を
附
録
と
し
て
ま
と
め
た
こ
と
に
な

る 。
こ
の一
事
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
人
名
は
節
用
集
に
と
っ
て
附
録
に
し
て

8 



2004年

も
よ
い
も
の
な
の
で
あ
っ
て 、
必
要
不
可
欠
な
項
目
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る 。

そ
れ
ゆ
え
本
に
よ
っ
て一
語
か
ら
正
直
語
以
上
と
い
う
よ
う
な
き
わ
め
て
大
き

な
「

ゆ
れ」
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る 。
節
用
集
全
体
と
し
て
は
人
名
は
増
補

さ
れ
る
方
向
に
あ
り 、
そ
れ
は
主
に
中
国
の
書
画
家
と
姓
と
い
う
二
つ
の
分
野

に
厚
い
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
る
が 、
逆
に
鰻
頭
屋
本
の
よ
う
に
人
名
を
ほ
と

ん
ど
削
除
し
て
し
ま
う
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る 。
永
禄
十一
年
本
類
の

革
関
本
に
は
附
録
に
「

氏
姓L
が
あ
り 、
掠
平
藤
原
橘
を
始
め
と
す
る
百
八
の

姓
を
四
つ
に
分
類
し
て
載
せ
て
い
る 。

地
名
は
人
名
と
陪
じ
く
屈
有
名
詞
で
あ
る
が 、
歌
枕
と
し
て
の
地
名
は
節
用

集
を

J損
事
の
書」
と
考
え
れ
ば
必
要
不
可
欠
の
項
留
で
あ
っ
た 。
そ
れ
に
比

し
て
人
名、
と
く
に
中
国
の
書
画
家
が
直
接
に
韻
事
と
関
わ
る
こ
と
は
考
え
に

く
い 。
む
し
ろ
節
用
集
に
接
す
る
人
々
の
生
き
た
空
間
の
中
に
そ
れ
へ
の
興
味

を
か
き
立
て
る
も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う 。
節
用
集
が
や
が
て

も
つ
に
至
る
多
く
の
附
録
と
同
様 、
人
名
は
百
科
事
典
的
な
知
識
へ
の
欲
求
の

表
出
な
の
で
あ
る 。

最
後
に
な
る
が 、
鰻
頭
鹿
本
の
「

融
大
臣L
は
な
ぜ一
語
だ
け
残
っ
た
の
か 。

現
在
の
と
こ
ろ
「

縄
狭山L
で
あ
る
と一一一一口
わ
ざ
る
を
え
な
い 。
多
く
の
人
名
を
削

第12 t長人文・討会科学研究文化女子大学

除
し
な
が
ら 、
す
べ
て
を
削
除
し
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か 。

、淫(
I)

以
下 、

引
用
に
際
し
て
は
適
笠
字
体
を
改
め
る
こ
と
が
あ
る 。

ま
た 、

見
出
し
諮
の

み
を
挙
げ
た
り 、

傍
訓
を
(

)

に
入
れ
て
後
ろ
に
添
え
る
こ
と
が
あ
る 。
〈

〉

は
細

字
双
行
を 、
/
は
改
行
を
表
す 。

(
2)

安
田
章
(
一

九
八一
ニ
a
)

の
ち
(
一

九
八
三
b)

に 、

増
刊
下
学

集
の
「

増」
と
「

刊L

に
ふ
れ 、
「

刊」
に
つ
い
て
「

特
に
外
国
の
人
名
に
関
わ
る
場
合
の
多
い
こ
と
が
注
意
さ

れ
る
」

と
し 、

独
自
の
「

増」

十
一

語
に
つ
い
て
「

右
の
「

増」

が
全
て
何
ら
か
の
怒

味
で
国
文
学
に
関
連
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば 、
「

場L

と
「

刊L

と
に
設問
写

者
の
指
向
そ
考
え
な
い
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う O
L

と
す
る 。

(
3)

安
出
資

ご

九
八
三
b)

所
収
「

辞
書
の
復
権L

9 

参
考
文
献

山
由
忠
雄
(
一

九
六
八)

安
閑
寂
(
一

九
八
三
日
)

安
閑出
口小
(
一

九
八一一一
b)

吋一
兆
和一一一
年
版
下
学
祭し
(
古
辞
書
慈
刊
第
二)

新
生
社

『
増
刊
下
学

集・
節
用

集』
(
天
理
図
説出
館
議口
本
叢
舟円)

八
木
香
山肋

『
中
世
辞
市首
論
考」

清
文
堂

〈
表〉
下
学
集
人
名
門
と
節
用
集
六
本
の
人
名
と
の
対
照

凡
例

下
学
集
は
『一児

和一一一
年
版
下
学
集』
を
用
い
た 。
項
目
の
上
に
付
し
た
ム
印
は
元
和
三
年
版
の
の
独
自
項
目
で
あ
る 。
節
吊
集
欄
は
掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
部

門
名
で
示
し 、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は

で
示
し
た 。

聖 下
徳 学
太 集
子

増
刊
下
学
集

シ
人
倫

増
刊
節
用
集

シ
人
倫

広
本

シ
人
名

永
禄
二
年
本

シ
人
名

尭
空
本

シ
人
名

易
林
本

シ
人
名



節用集の人名

鎌
足
大
臣

淡
海
公

入
鹿
大
臣

役
行
者

行
基
菩
薩

吉
備
大
臣

道
鏡
大
政
大
臣

融
大
臣

軽
大
臣

小
野
箪

道
風

浄
蔵
貴
所

金
岡

ム
安
部
晴
明

ム
道
満

定
朝

安
阿
弥
陀
仏

湛
慶

鬼
神
大
夫

布
袋

寒
山
拾
得

猪
頭
蝦
子

蒼
額

孔
子

エ
人
倫

キ
人
倫

キ
人
倫

ヲ
人
倫

ヲ
人
倫

ウ
人
倫

ウ
人
倫

キ
人
倫

(
カ
人
倫)

エ
人
倫

キ
人
倫

キ
人
倫

ト
人
倫

ヲ
人
倫

ヲ
人
倫

カ
人
倫

ウ
人
倫

タ
人
倫

(
キ
人
倫)

ホ
人
倫

カ
人
倫

チ
人
倫

サ
人
倫

カ
人
名

タ
人
名

イ
人
名

エ
人
名

キ
人
名

キ
人
名

タ
人
名

ト
人
名

カ
人
名

ヲ
人
名

ヲ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

ウ
人
名

ア
人
名

タ
人
名

キ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

サ
人
名

コ
人
名

カ
人
名

タ
人
名

イ
人
名

エ
人
名

キ
人
名

キ
人
名

タ
人
名

ト
人
名

カ
人
名

ヲ
人
名

ヲ
人
名

シ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

ウ
人
名

ア
人
名

タ
人
名

キ
人
名

ホ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

サ
人
名

コ
人
名

カ
人
名

タ
人
名

イ
人
名

エ
人
名

キ
人
名

キ
人
名

タ
人
名

ト
人
名

カ
人
名

ヲ
人
名

ア
人
名

シ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

ウ
人
名

ア
人
名

タ
人
名

キ
人
名

ホ
人
名

カ
人
名

チ
人
名

サ
人
名

コ
人
名

ヰ
人
倫

ヱ
人
倫

キ
人
名

キ
人
名

ヲ
人
倫

ヲ
人
倫

カ
人
倫
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ウ
人
倫

コ サ チ カ ホ キ
人 人 人 人 人 人
倫 倫 倫 倫 倫 名



顔 鉄 老
回 拐 子

{ÙJ 

ラ
人
倫

テ
人
名

ケ
人
倫
人
名

2004年

関
子
寝食

道同
婆

一
屑
鵠

奨
噛

張
良

キ
人
倫

へ
人
倫

ハ
人
倫

チ
人
倫

ワ
人
名

ハ
人
倫

ハ
人
倫

コ
人
倫

セ
人
名

モ
人
名

ハ
人
倫

カ
人
倫

ク
人
倫

ホ
人
倫

シ
人
名

シ
人
名

ソ
人
倫

ス
人
倫

セ
人
名

第12集

主
義
之

伯
楽

出
楽
天

呉
道
子

雪
窓
和
尚

牧
渓
和
尚

馬
遠

夏
珪

人文・社会科学研究文化女子大学

楊
補
之

日
観

舜
闘争

張
即
之

越
子
昂

西
施

ム
毛
嫡

コ ハ ハ ワ チ ハ ヘ キ ヒ ケ カ テ ラ
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名

セ
・
ソ
人
名

ソ
人
名

ハ
人
名

カ
人
名

ヤ
人
名

シ
人
名

シ
人
名

チ
人
名

テ
人
名

セ
人
名

ラ
人
名

テ
人
名

カ
人
名

ケ
人
名

ヒ
人
名

キ
人
名

へ
人
倫

ハ
人
名

チ
人
名

ワ
人
名

ハ
人
名

ハ
人
名

コ
人
名

セ
人
名

モ
人
名

ハ
人
名

カ
人
名

ク
人
名

ホ・
ヤ
人
名

シ
人
名

シ
人
名

ソ
人
名

ス
人
名

セ
人
名

ラ
人
名

テ
人
名

カ
人
名

ケ
人
名

ヒ
人
名

キ
人
名

へ
人
名

ハ
人
名

チ
人
倫

ワ
人
名

ハ
人
名

ハ
人
名

ソ
人
名

セ
人
名

ラ
人
倫

テ
人
倫

ケ
人
倫

ヒ
人
倫

キ
人
名

へ
人
倫

ハ
人
倫

チ
人
倫

ワ
人
倫

ハ
人
倫

ハ
人
倫

1 1  

モ
人
倫

ハ
人
倫

カ
人
倫

ヤ
人
倫

シ
人
名

シ
人
名

チ
人
倫

セ
人
倫



節F信条の人名

王
昭
窓

李
夫
人

楊
貴
妃

ム
褒
似

ム
蛾
皇

ム
女
英

ワ
人
名

リ
人
名

ワ
人
名

リ
人
名

ヤ
人
名

ワ
人
名

リ
人
名

ヤ
人
名

ワ
人
名

リ
人
名

ヤ
人
名

ワ
人
倫

リ
人
倫

ヤ
人
倫

ホ
人
倫
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